
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　汚水が送り込まれる加熱管と、該加熱管に送り込まれる前の汚水に蒸気を供給して該蒸
気と汚水を混合する混合器と、加熱管を流通する汚水の温度を検知する温度センサと、該
温度センサの検知結果に基づいて汚水への蒸気の供給量を制御する蒸気供給量制御手段と
、前記混合器へ送り込まれる前の汚水を貯留する原水槽と、前記温度センサによって汚水
の温度が異常に低い異常温度となったことが検知されたとき、前記加熱管を通過した汚水
を前記原水槽に戻す汚水返送手段とを具備して成る汚水滅菌装置。
【請求項２】
　汚水が送り込まれる加熱管と、該加熱管に送り込まれる前の汚水に蒸気を供給して該蒸
気と汚水を混合する混合器と、加熱管を通過した汚水を冷却する冷却手段と、加熱管を流
通する汚水の温度を検知する温度センサと、該温度センサの検知結果に基づいて汚水への
蒸気の供給量を制御する蒸気供給量制御手段と、前記混合器へ送り込まれる前の汚水を貯
留する原水槽と、前記温度センサによって汚水の温度が異常に低い異常温度となったこと
が検知されたとき、前記冷却手段を通過した汚水を前記原水槽に戻す汚水返送手段とを具
備して成る汚水滅菌装置。
【請求項３】
　前記加熱管へ洗浄水を送り込む洗浄水供給手段を具備する請求項１又は２に記載の汚水
滅菌装置。
【発明の詳細な説明】

10

20

JP 3748839 B2 2006.2.22



【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、汚水滅菌装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
例えば、病院の手術室、解剖室、或いは感染病棟などから排出される汚水には、様々な感
染症系の細菌類が含まれているため、これを汚水滅菌装置によって滅菌処理してから放流
する必要がある。このような汚水滅菌装置として、蒸気の熱を利用して汚水中の微生物を
殺滅する装置が従来より公知である。従来のこの種の装置は、加熱容器に蒸気を供給する
と共に、この加熱容器に汚水を送り込み、該加熱容器内の汚水を適当な温度と圧力の下で
加熱し、汚水中の微生物を殺滅するものである。ところが、この汚水滅菌装置によると、
高圧に耐え得る大型の加熱容器を用いる必要があるため、その製造コストが高くなる欠点
を免れなかった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、上記従来の欠点を除去した汚水滅菌装置を提供することにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上記目的を達成するため、汚水が送り込まれる加熱管と、該加熱管に送り込
まれる前の汚水に蒸気を供給して該蒸気と汚水を混合する混合器と、加熱管を流通する汚
水の温度を検知する温度センサと、該温度センサの検知結果に基づいて汚水への蒸気の供
給量を制御する蒸気供給量制御手段と、前記混合器へ送り込まれる前の汚水を貯留する原
水槽と、前記温度センサによって汚水の温度が異常に低い異常温度となったことが検知さ
れたとき、前記加熱管を通過した汚水を前記原水槽に戻す汚水返送手段とを具備して成る
汚水滅菌装置を提案する（請求項１）。
【０００５】
　また、本発明は、上記目的を達成するため、汚水が送り込まれる加熱管と、該加熱管に
送り込まれる前の汚水に蒸気を供給して該蒸気と汚水を混合する混合器と、加熱管を通過
した汚水を冷却する冷却手段と、加熱管を流通する汚水の温度を検知する温度センサと、
該温度センサの検知結果に基づいて汚水への蒸気の供給量を制御する蒸気供給量制御手段
と、前記混合器へ送り込まれる前の汚水を貯留する原水槽と、前記温度センサによって汚
水の温度が異常に低い異常温度となったことが検知されたとき、前記冷却手段を通過した
汚水を前記原水槽に戻す汚水返送手段とを具備して成る汚水滅菌装置を提案する（請求項
２）。
【０００６】
　さらに、上記請求項１又は２に記載の汚水滅菌装置において、前記加熱管へ洗浄水を送
り込む洗浄水供給手段を具備すると有利である（請求項３）。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態例を図面に従って詳細に説明する。
【０００８】
図１は、本発明に係る汚水滅菌装置の一例を示すフローシートである。図１において、病
院の手術室、解剖室、或いは感染病棟などの汚水発生源１から排出された汚水は、矢印Ａ
で示すように排水管２を通して原水槽３へ送り込まれ、ここで一旦、貯留される。汚水中
の固形物は、破砕機４により破砕された後、原水槽３へ送られる。
【０００９】
原水槽３に貯留された汚水Ｗは、矢印Ｂで示すように原水ポンプ５により汲み上げられて
供給管６を流通し、混合器７を介して加熱管８に送り込まれる。加熱管８を矢印Ｃで示す
ように流通した汚水は冷却手段９を通り、次いで矢印Ｄで示すように流出管１０を通して
冷却水槽１１に送られる。
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【００１０】
混合器７は、加熱管８に送り込まれる前の汚水に蒸気（ここでは水蒸気）を供給してその
蒸気と汚水を混合する用をなす。混合器７には、蒸気発生源１２からの蒸気が、矢印Ｅで
示すように蒸気管１３を通して圧送され、該混合器７内でその蒸気が汚水に混合される。
このようにして汚水が蒸気の熱によって加熱される。汚水中に取り込まれた蒸気は、通常
、汚水に熱を奪われて液化する。蒸気発生源１２としては、一般に病院で用いられている
ボイラーを用いることができる。
【００１１】
上述の如く加熱された汚水が加熱管８を流通し、この間に、汚水中の微生物が滅菌される
。加熱管８を通過した汚水は、高温度に加熱されているので、これをそのまま放流するこ
とはできない。そこで、加熱管８を通過した汚水を冷却手段９によって冷却する。ここに
一例として示した冷却手段９は、内側管と外側管から成る二重管１４を有し、加熱管８か
らの汚水が内側管内に流入し、該内側管を流通した汚水が内側管の出口から流出管１０へ
移行する。二重管１４の外側管と内側管との間に冷却水が流通し、これによって内側管を
流れる汚水が冷却される。冷却後の汚水の温度は、例えば８０℃以下となっている。
【００１２】
流出管１０を通して冷却水槽１１に送られた汚水は、ここでさらに温度が下げられ、４０
℃以下となった汚水が放流ポンプ１５によって汲み上げられ下水道などに放流される。
【００１３】
汚水が加熱管８に流入した時点から、その加熱管８を流出するまでの時間（以下、汚水の
流通時間という）と、その加熱管８を流れる汚水の温度は、当該汚水を完全に滅菌処理で
きるだけの値に定められる。蒸気により加熱された汚水の温度が高いときは、その汚水の
流通時間を短く設定でき、逆に汚水の温度が比較的低いときは、当該汚水の流通時間を長
く設定する必要がある。例えば、加熱管８を流れる汚水の温度が１３０℃であるときは、
その汚水の流通時間を１０分以上に設定し、また汚水の温度が１２１℃であるときは汚水
の流通時間を１５分以上に設定する。図１に示した汚水滅菌装置においては、原水ポンプ
５として定量ポンプが用いられ、このポンプ５によって一定量の汚水が加熱管８に送り込
まれるように構成されている。しかも加熱管８を流れる汚水の温度が１２１℃以上となり
、かつ当該汚水が加熱管８を流通する汚水の流通時間が２０分となるように、汚水への蒸
気供給量が調整される。すなわち、加熱管８の下流側の部分には、加熱管８を流通する汚
水の温度を検知する温度センサ１６が設けられ、この温度センサ１６にて生じた検知信号
はコントローラ１７に取り込まれ、該コントローラ１７からの指令によって、蒸気管１３
中に設けられた蒸気調整バルブ１８の開度が調整され、汚水への蒸気の供給量が制御され
る。より具体的に示すと、温度センサ１６により検知された汚水の温度が、予め決められ
た設定温度（例えば１２５℃）以下となったとき、コントローラ１７からの指令により蒸
気調整バルブ１８の開度が拡大される。これにより蒸気発生源１２から混合器７へ送り込
まれる蒸気の量が増大し、多量の蒸気が汚水に供給される。逆に、温度センサ１６により
検知された汚水の温度が上記設定温度よりも高いときは、蒸気調整バルブ１８の開度が小
さくなるように該バルブが制御され、汚水へ供給される蒸気の量が減少する。このように
、加熱管８を流れる汚水の温度が滅菌に適した温度範囲に維持され、適正な滅菌処理が行
われる。図１に示したコントローラ１７と、蒸気調整バルブ１８は、温度センサの検知結
果に基づいて汚水への蒸気の供給量を制御する蒸気供給量制御手段の一例を構成している
。
【００１４】
上述のように、本例の汚水滅菌装置は、汚水が加熱管８を通る間にその滅菌を行うように
構成されているので、従来のように大型な加熱容器を用いる必要はなく、汚水滅菌装置の
コストを低減できる。
【００１５】
ところで、蒸気発生源１２が故障すると、汚水に所定量の蒸気を供給できなくなり、加熱
管８を通る汚水の温度が異常に低くなる結果、汚水の滅菌を行えなくなる。そこで、図１
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に示した汚水滅菌装置には、温度センサ１６にて生じた検知信号が入力される前述のコン
トローラ１７のほかに、このコントローラ１７により制御される流路切換バルブ２０と、
この流路切換バルブ２０を介して流出管１０から分岐した返送管２１とが設けられ、温度
センサ１６によって汚水の温度が異常に低い異常温度（例えば１２０℃）となったことが
検知されたとき、コントローラ１７からの指令により流路切換バルブ２０が作動し、汚水
の流路が返送管２１へと切り換えられる。これにより、冷却手段９を通過した汚水は、冷
却水槽１１には送られず、矢印Ｆで示すように返送管２１を通して原水槽３に戻される。
このようにして、滅菌処理されていない汚水が、そのまま放流されることが阻止される。
【００１６】
上述のように汚水の温度が異常温度となったことが検知されたときは、コントローラ１７
からの出力信号により蒸気調整バルブ１８が閉じられ、汚水への蒸気の供給が停止される
。これに対し、原水ポンプ５は作動を続け、原水槽３から加熱管８へ汚水が送り込まれ、
その汚水は返送管２１を通して原水槽３に戻される。このように汚水が循環している間に
加熱管８を通る汚水の温度が大きく低下し、当該温度が例えば８０℃となった時点で原水
ポンプ５も作動を停止する。
【００１７】
蒸気発生源１２を修理した後、汚水滅菌装置の稼動が再開され、原水ポンプ５により圧送
された汚水に、混合器７にて蒸気が供給される。その汚水は加熱管８を通り、次いで冷却
手段９により冷却されるが、その冷却後の汚水は、しばらくの間、返送管２１を通して原
水槽３に戻される。温度センサ１６によって汚水の温度が所定温度、例えば１２０℃より
も高い温度となったことが検知されたとき、コントローラ１７からの指令により、流路切
換バルブ２０が作動して返送管２１への流路が遮断され、これによって冷却手段９を通っ
た汚水が冷却水槽１１へ送り込まれる。
【００１８】
　上述のように、本例の汚水滅菌装置は、混合器へ送り込まれる前の汚水を貯留する原水
槽３と、温度センサ１６によって汚水の温度が異常に低い異常温度となったことが検知さ
れたとき、加熱管８と冷却手段９を通過した汚水を原水槽３へ戻す汚水返送手段とを有し
ており、図示した例では、コントローラ１７と、流路切換バルブ２０と、返送管２１とに
よって汚水返送手段が構成されている。
【００１９】
ところで、加熱管８の内壁面には、経時的に汚物が付着するので、これを除去して加熱管
８を清掃する必要がある。そこで、本例の汚水滅菌装置には、加熱管８へ洗浄水を送り込
む洗浄水供給手段が設けられ、その洗浄水によって加熱管８内を清掃できるように構成さ
れている。より具体的に示すと、前述の供給管６に、洗浄水ポンプ２４が洗浄水管２３を
介して接続され、この洗浄水管中に電動弁２２が設けられている。加熱管８内を清掃する
ときは、原水ポンプ５の作動を停止すると共に、電動弁２２を開放し、洗浄水ポンプ２４
によって加圧された洗浄水を、洗浄水管２３を通して供給管６に送り、当該洗浄水を混合
器７を通して加熱管８内に圧送し、加熱管内を清掃する。その際、電動弁２２より洗浄信
号を受けたコントローラ１７からの指令によって、蒸気調整バルブ１８を調整し、洗浄水
を、洗浄に最も適した温度（例えば４０℃）に保持できる量の蒸気を混合器７により洗浄
水に供給する。加熱管８を通った洗浄水は、細菌に汚染されているため、流路切換バルブ
２０を介して返送管２１に送られ、原水槽３に送り込まれる。このように本例の洗浄水供
給手段は、混合器７を介して、加熱管８へ洗浄水を送り込むように構成されている。
【００２０】
従来の汚水滅菌装置においては、加熱容器の内壁面に付着した汚物を除去する作業が容易
でなく、その作業に多くの時間を必要としていたが、本例の汚水滅菌装置では、上述のよ
うに、単に加熱管８内に洗浄水を通すだけで、簡単かつ短時間で加熱管を清掃することが
できる。
【００２１】
本発明に係る汚水滅菌装置は、病院で発生する汚水を滅菌処理する装置として特に有効に
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利用できるが、病院以外の個所で発生する汚水を滅菌処理する汚水滅菌装置としても用い
ることができる。
【００２２】
【発明の効果】
本発明に係る汚水滅菌装置によれば、確実に汚水を滅菌処理できると共に、そのコストを
低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】汚水滅菌装置の一例を示すフローシートである。
【符号の説明】
３　原水槽
７　混合器
８　加熱管
９　冷却手段
１６　温度センサ
Ｗ　汚水
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